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１．まえがき
　近年，合成桁のひび割れ制御手法についての研究が
多く行われるようになっており，特にテンションステ
ィフニングを考慮したひび割れ時のひずみ計算手法１）

は，海外での研究を国内に紹介した例が多く見られる．
しかしながら，実験結果と比較し，計算手法の検証を
行った例は少ない．本研究ではテンションスティフニ
ングを考慮した計算結果と，対応する実験結果とを比
較し，計算手法の妥当性を検証する．また，計算手法
では，鋼桁の扱い方により２種類の手法で計算を行い，
それぞれ実験結果と比較した．
２．実験概要２）

　軸引張実験に用いるモデルは，図１に示すようなＳ
ＲＣ床版と鋼下弦材よりなる合成床版である．この床
版は，下路トラス合成桁の床版部分のみを取り出した
モデルであり，実験では下弦材に引張荷重を作用させ
ている．なお，下弦材とＳＲＣ床版の接合部は，スタ
ッドによって接合されている．計算では，ＳＲＣ床版
内の横桁のない部分を計算対象とした．
３．計算手法①（下弦材を鉄筋と同様に扱う場合）
　計算手法①では，下弦材を鉄筋と同様に扱うものと
する．床版の鉄筋・下弦材の軸力―ひずみ関係は，図
２の様にモデル化される．ここにεs2は，コンクリート
ひび割れ部分に生じる最大の鉄筋のひずみ，εsmは，特
定の軸方向区間内での鉄筋の平均ひずみである．図２
に示した各軸力，ひずみは以下の式により求める．
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ここに，ft：コンクリートの引張強度，
　　　　Ec，Es，Esg：コンクリート，鉄筋，下弦材の

ヤング率，
　　　　Ac，As，Asg：コンクリート，鉄筋，下弦材の

断面積，
　　　　βm：付着に関する係数（βm=0.4）１），
　　　ρs，ρsg：鉄筋比，下弦材比(ρsg=Asg/Ac）.
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図１．解析・実験モデル(下路トラス合成桁の床版部)

ε
εscr εsmst εs2st

εsm εs2

線形

Ｐcr

鉄筋＋下弦材

0.4Δεs

Ｐ

図２．床版鉄筋・下弦材の軸力―ひずみモデル
（手法①）
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図３．床版鉄筋の軸力―ひずみモデル（手法②）
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図４．下弦材の軸力―ひずみモデル（手法②）
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４．計算手法②（下弦材と床版を分割して扱う場合）
　計算手法②では，分担断面力法により下弦材とＲＣ床
版を分割し，ＲＣ床版部分にテンションスティフニング
を考慮した手法を適用する．床版の鉄筋・下弦材の軸力
―ひずみ関係は，図３，図４の様にモデル化される．こ
こに，Ｐstは，定常ひび割れ(stabilized crack)開始時
の軸力である．図３における各軸力，ひずみは以下の式
により求める．
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ここに，Ｐcst：Ｐst時のＲＣ床版の分担力，
　　　　β：初期ひび割れ時の係数（β=0.6）１）．
　手法①と手法②で理論上異なる点は，コンクリートに
ひび割れが生じた際に，その分担力を鉄筋と下弦材に作
用させるか(①)，鉄筋にのみ作用させるか(②)にある．
したがって，図４においてひび割れ発生時のひずみの急
増が見られないのは，ひび割れ発生時にコンクリートの
分担力を下弦材には作用させていないためである．
５．荷重―ひずみ関係の比較
　各手法による計算結果と実験結果との比較を図５～図
８に示す．各図のプロットは，同一断面内の異なる箇所
の計測値である．また，鉄筋のひずみ(図５，図７)にお
いては，弾性部分において乾燥収縮の影響を考慮し，150
μを負側にシフトした３）．鉄筋のひずみに関しては，最
大ひずみに着目すると，手法②の計算結果と良く一致す
る事が分かる．下弦材のひずみに関しては，各手法とも
に平均ひずみとほぼ一致しているが，実験結果にはひび
割れ発生時のひずみの急増があまり見られない．
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図５．鉄筋の荷重―ひずみ関係（手法①）
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図６．下弦材の荷重―ひずみ関係（手法①）
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図７．鉄筋の荷重―ひずみ関係（手法②）
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図８．下弦材の荷重―ひずみ関係（手法②）
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